
今なぜデジタル田園都市なのか？
地方こそテクノロジー・日本こそテクノロジー

京都府議会議員 園崎 弘道

すぐにでも実装可能なテクノロジー
・木津川運動公園（北側ゾーン）
・スーパーシティ構想（けいはんな学研都市）



発足式 2021年9月1日

デジタル庁発足

「誰もがデジタル化の恩恵を受けることができる、
世界に遜色ないデジタル社会を実現する。」

菅内閣

新型コロナの給付金の申請手続きなどを巡って、行政サービスや民間におけるデジタ
ル化の遅れによる弊害が浮き彫り
（2021年9月3日、ＮＨＫ）

(2021年2月19日、日本経済新聞)

(朝日学情ナビより)



「新しい資本主義」

新自由主義から転換し、成長と分配の好循環を実
現させたい。（2021年9月自民党総裁選）

岸田内閣

デジタル都市を交付金で支援へ
賃上げ減税、新資本主義提言案
（2021年11月5日京都新聞） （2022年3月9日朝日新聞）



デジタル田園都市国家構想実現会議とは

岸田総理は「デジタル田園都市国家構想」を成長戦略の柱（岸田四本柱）に位置付けている。
（2021年10月所信表明演説）

地方からデジタルの実装を進め、新たな変革の波を起こし、地方と都市の差を縮めていくことで、世界とつ
ながる「デジタル田園都市国家構想」の実現に向け、構想の具体化を図るとともに、デジタル実装を通じた
地方活性化を推進するため、デジタル田園都市国家構想実現会議を開催する。
（第1回会議・2021年11月11日）

2021年12月28日 日本経済新聞

岸田内閣の成長戦略

(1)科学技術・イノベーション
(2)デジタル田園都市国家構想などによる地域活性化
(3)カーボンニュートラルの実現
(4)経済安全保障

首相官邸ＨＰより

「地方の魅力をそのままに、都市に負けない利便性と可能性を」

デジタル実装

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/seisaku_kishida/seichousenryaku.html
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/seisaku_kishida/seichousenryaku.html#1-1
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/seisaku_kishida/seichousenryaku.html#1-3
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/seisaku_kishida/seichousenryaku.html#1-3
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/seisaku_kishida/seichousenryaku.html#1-4


デジタル田園都市国家構想実現会議
議 長 岸田文雄 内閣総理大臣
副議長 若宮健嗣 デジタル田園都市国家構想担当大臣

牧島かれんデジタル大臣
松野博一 内閣官房長官

構成員 野田聖子 内閣府特命担当大臣（地方創生）
金子恭之 総務大臣
末松信介 文部科学大臣
後藤茂之 厚生労働大臣
金子原二郎農林水産大臣
萩生田光一経済産業大臣
斉藤鉄夫 国土交通大臣
石山志保 福井県大野市長
井澗誠 和歌山県白浜町長
太田直樹 株式会社 New Stories 代表取締役
加藤百合子株式会社エムスクエア・ラボ代表取締役社長
正能茉優 株式会社ハピキラ FACTORY 代表取締役

慶應義塾大学大学院特任助教
竹中平蔵 慶應義塾大学名誉教授
冨田哲郎 東日本旅客鉄道株式会社取締役会長
野田由美子ヴェオリア・ジャパン株式会社代表取締役会長
平井伸治 鳥取県知事/全国知事会会長
増田寛也 東京大学公共政策大学院客員教授
村井純 慶應義塾大学教授
湯﨑英彦 広島県知事
柳澤大輔 株式会社カヤック代表取締役 CEO 
若宮正子 特定非営利活動法人ブロードバンドスクール協会理事



日経ＢＰ テクノロジー2030年期待度

新しいテクノロジーの実装→ 社会課題の解決

高まる期待

社会課題をイノベーションとビジネスで解決するための活動

三菱総合研究所ＨＰより



大阪・関西万博 未来社会の実験場

2018年11月24日 毎日新聞

2021年10月22日 テレビ大阪

ピカチュウ、安倍総理とコラボ（誘致ビデオ）
2018年11月25日 日本経済新聞



北國新聞

安倍内閣

（2020年6月3日 TOKYOMX
「モーニングCROSS」より）

・国家戦略特区制度を活用し、世界最先端の実装ができる場を我が国内に設ける
・第四次産業革命を体現する世界最先端都市を先行実施する「スーパーシティ」構想
・「分野ごとの縦割りの発想から脱却し、大胆な規制改革を進めていかなければいけない」
・「スーパーシティ構想を推し進めることで、特区制度による岩盤規制改革をさらにパワーアップ
して参りたい」（2019年4月18日テレビ朝日ニュース）

2030年の未来社会がテーマ 最先端都市 「スーパーシティ構想」



国の「スーパーシティ」構想に
３１自治体が応募

2021年9月6日 日経ビジネスより

京都府スーパーシティ構想
（京都府 精華町・木津川市・京田辺市）

関西学術文化研究都市を有する京都府も当然、立候補



政府 「スーパーシティ」に
大阪市と茨城県つくば市を指定へ

2022年3月10日 ＮＨＫ

医療や健康の分野に特化して規制緩和を行い、地域の
課題解決を目指す「デジタル田園健康特区」を選定する。

岸田総理

「今回の指定は始まりにすぎない。規制改革を実
現し、データの連携や先端的なサービスの実施を
通じて地域課題の解決を実現していくことが『デジ
タル田園都市国家構想』の実現につながる」

岡山県吉備中央町、長野県茅野市、

石川県加賀市、３自治体を指定へ

スーパーシティ型国家戦略特区 革新的事業連携型国家戦略特区
（デジタル田園健康特区）

提案内容の「熟度」の高い自治体から、順次、専門調査会及
び国家戦略特区諮問会議に付議し、区域指定について具体
的に検討する。今回の指定から漏れた場合であっても、落選
ではなく、提案の「熟度」が高まり次第、指定についてあらた
めて検討する。（第２回専門調査会（2/9）での了解事項）

京都府にもまだチャンスは残っている
2022年4月17日 信濃毎日新聞



食 乗

林

陸上養殖

植物工場

次世代ロープウェイ

リハビリロボット

赤ちゃんロボット

無人トラクター

木材検出アプリ ３Dプリンターハウス

超低速モビリティ

宅配ロボ・警備ロボ

ドローン測量

ロボット食堂 VRゴーグル

分娩検知システム

ウェアラブル
生体データ

乗

建

食

農 蓄 医

建

宅 仮

遠隔医療

ロ

癒

警

医

健



植物工場で栽培した高機能性野菜によるヘルスケアの推進

京都府スーパーシティ１

大量生産を可能にした「農薬、化学肥料」に依存しない
〇農薬は使わない。害虫のいない制御された閉鎖空間。
野菜本来の甘みを追い求めることができる。

△化学肥料は使わない。えぐみが消える。土壌汚染問題の解決。
○季節に関係なく生産が可能。
◎水は循環するため砂漠等でも生産が可能

ハイトカルチャの
特許（セラミック）

食

メロン

株式会社恵葉＆菜（けいはんな）

植物工場

自動化植物工場 「テクノファーム成田」操業開始
スプレッドと ENEOS グループの J リーフによるパートナー
シップ展開 2021 年 7 月 1 日

テクノファーム成田の特徴
・ 28 段の栽培棚（テクファームけいはんなの段数の 2 倍）
・消費地である関東圏に立地し、効率的な配送
・日産 3 万株のレタスを生産
・ ENEOS グループ遊休地の有効活用
・太陽光パネルを設置し、再生可能エネルギーを活用
Techno FarmTMの特徴
・自動化栽培。省人化。夜間電力。衛生品質向上。
・ IoT を活用した「テクノファームクラウド」で栽培管理を効率化
・ 農薬を使用しない栽培で、土壌や河川、大気の保全に貢献

イチゴ 株式会社スプレッド

京都府スーパーシティ構想より



水質浄化技術

陸上養殖

2021年10月30日毎日新聞

食

2022年1月30日読売新聞

アクアステージ・廃校活用（甲賀市）

ゲノム編集

ウイルステージ・バクテリア投入（平等院）

自動制御・遠隔操作
（えさ、酸素、温度）

2021年11月13日読売新聞

品種改良を劇的に早める

京都府スーパーシティ２



除染作業などにも
活用された技術

新型コロナウイルス感染症軽症者受入施設（ホテル等）

放射線環境下の作業者に
「安心・安全」を提供する

健
京都府スーパーシティ構想提案よりウェアラブルデバイス等による健康データを活用

京都府スーパーシティ３



1位 御殿場プレミアム 910億
2位 三井アウトレット長島 572億
3位 神戸三田プレミアム 561億
4位 三井アウトレット木更津 539億
5位 軽井沢プリンスプラザ 536億

アウトレットモール
売上ランキング （2019年）

三菱地所・サイモン
三井不動産
しのぎを削る2強

御殿場プレミアム

商業施設店舗別売上ランキング

ジャズドリーム長島

城陽市 未来志向のまちづくり１



アウトレットモールも
競争と淘汰の時代

・地方はブランド難民需要が大きい（地方百貨店閉店等）

・「商品」と「販売スタッフ」 確保の課題

オフプライスストアの台頭

・売り上げは飽和状態か？新店と廃店

・新しい業態の台頭

ウェブサイト「ビジネス＋IT」より

・オフプライスストアでは商品の回転が速く、品揃えは固定化されないため、「旬な商品を提供できる」という特徴もある。
・世界はもとより日本では1年間で10億着を軽く超える衣服が廃棄されている余剰在庫問題が深刻。
・アウトレット店への商品供給は潤沢に思えるかもしれないが、価格帯や販売チャネルによっては供給が限られ、安定して
供給される性格のものではない。
・若者の多くは運転免許を持たなくなった。免許と車がないと通勤できない立地のアウトレットモールも、販売スタッフ集めに
苦労している。
・若者が都市に出てしまって高齢化と過疎化が進む地方都市では販売職に就く若者が集まりにくい。

「日経ビジネス電子版」より

CD・DVDレンタル「ゲオ」、都心に低価格衣料店を出す

未来に残る 体験型商業リゾート施設

「バギーパーク」2022年4月29日OPEN 農家レストラン・マルシェ・海の幸・山の幸・農園宿泊棟 「野に学べ、野に遊べ」

アウトレット専用品
（正規店の製品と区別）

三重県スーパーシティ構想

城陽市 未来志向のまちづくり２



城陽にできるプレミアム・アウトレットとは？

開業時期：2025年春予定
(新名神高速道路計画1年遅れ)

敷地面積：約27ha
（三井の竜王が約18ha）
店舗面積：約30,000㎡
店舗数 ：約150店舗
駐車台数:約4,000台

※従業員用も含む

（仮称）京都城陽プレミアム・アウトレット京都府城陽市
高いインバウンドニーズが期待される京都。
ショッピングエンターテイメントの実現に向けた大きな挑戦を予定。

（仮称）ふかや花園プレミアム・アウトレット埼玉県深谷市

洋風の「オープンモール型」の施設を建設予定。キユーピー株式会社
による野菜をテーマにした新しい複合施設が隣接。「埼玉県北西部」
の魅力を首都圏・世界へアピール。

開業時期：2022年秋予定
着工日 ：2021年8月1日（日）
敷地面積：約17.6ha
店舗面積：約27,000㎡
店舗数 ：約120店舗
駐車台数：約3,000台

キユーピー株式会社
「ヤサイな仲間たちファーム」

深谷テラスパーク

「マルシェ」や「レストラン」、「野菜教室」
が入る建物は「農園の中の一軒家」

野菜の魅力を体験できる複合型施設

円形広場や野菜や花をモチーフにした大型
遊具、じゃぶじゃぶ池などを配置した約
15,000㎡の公園緑地

新名神の大津ー城陽間、開通遅れ
24年度に 湧水などで工事難航

京都新聞より2021年12月27日

城陽市 未来志向のまちづくり４３



三菱地所・サイモン 御殿場プレミアム

アクセレータプログラム

FUTURE 01枠組みにとらわれない発想と戦略。
オンラインショッピングの台頭、百貨店の低迷。シェアビジネスやCtoCビジネスの台

頭など、買わない選択肢の増加など、日本の消費活動は大きく変化した。モノからコ
トへ。体験型サービスの増加も特筆すべき変化だ。次なる付加価値提供を考えるこ
と、実現していくことが、三菱地所・サイモンの生命線。「ショッピングのエンターテイ
ンメント化」。経済が成熟するなかで、物の豊かさではなく、心の豊かさや得られる体
験の価値の比重がさらに高まってくる。アウトレットだけでなく、ホテルや映画、ウェ
ディング、旅行などショッピングを基軸としたプレミアムな空間、体験の提供をできる
はずだ。

FUTURE 02ビジョンに向けた取り組み。
アウトレットに限定した国内の市場規模は1兆円。先に挙げたような、エンターテイン
メント領域まで広げた場合のマーケットの規模は22兆円だと試算される。業種や領

域の枠にこだわっていること自体が、時代遅れだとも言える。社内ではすでにいくつ
かのプロジェクトが動き始めている。ショッピングモールとは一線を画したユニークな
場所にしようと企画を進めている最中である。

ヘリコプタークルーズのイメージAirX。空の交通デジタルプラットフォーム
を開発するテクノロジーカンパニー

観光振興および地域活性化などを図
る目的に包括連携協定を締結（泉佐
野市）

市道のネーミングライツ、シェアサイク
ルポートの設置、物産展イベントなど、
さまざまな連携を行ってきたが、締結
を機にさらに連携を強化していく。

りんくうプレミアム

多種多様なスタートアップ企
業との共創を進めるスタート
アップ企業とのオープンイノベ
ーションによる新事業創出を
目指す三菱地所がスポンサ
ーとしてスタートアップ企業に
資金・技術・販路等の経営リ
ソースを提供し、スタートアッ
プ企業からの事業提案を募る

国立海の中道海浜公園（福岡県）
Park-PFI事業者に三菱地所Gを選定

うめきた２期 「最後の一等地」 三菱地所連合に

産経新聞より 毎日新聞より

関西最大級の都市型スパ

城陽市 未来志向のまちづくり４



イイノ ３Ｄプリンタで印刷
住宅・グランピング・トイレ

スローモビリティ
時速5キロの価値

採石場跡を寝そべって低速移動時速5キロでお茶

24時間、42万円で完成

100平米300万円の低価格の次世代住宅

3Dプリンター制トイレ

セレンディクスが取り組む社会課題より

ロボット 芝草刈機
パナソニック株式会社 屋外用搬送
ロボット「X-Area Robo」 朝日新聞デジタル

公園で実装できそうなテクノロジー

建設用３Ｄプリンターで製作し
た橋。トポロジー最適化により
７５％軽量化（大成建設）

低速電動車両
マイクロ・ロボットタクシー ストリートミュージアムによる山砂利資料館

城陽市 未来志向のまちづくり５



自走式ロープウェイ(Ｚippar)

カーブも自在

都心のビル間をつなぐこともできる
現在、8人乗り実証施設を建設中

宇宙エレベータの開発の技術を
横展開したのがZippar。

道路や中央分離帯などを狙っ
て線が引ける=コスト削減

神奈川県秦野市と協定締結

コストは新交通の5分の１

乗
城陽市 未来志向のまちづくり６


